
<

山
好
き
同
好
会> 

遠
見
岳
山
頂
の
絶
景
で
す 

「
健
康
登
山
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
の
活
動
ス
タ
イ
ル
と

し
て
、
少
人
数
の
サ
ー
ク
ル
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。 

現
在
、
「
山
登
り
同
好
会
」
に

は
18
名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
夏
場
の
暑
い
時

期
（
6
月
～
8
月
）
を
外
し
て
登

山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
主
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
県
内
各
地
の
低
山
（
３
０
０
ｍ
～
６
０
０
ｍ
）

を
“
往
復
４
時
間
程
か
け
て
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
”
で

登
り
ま
す
。
９
月
24
日
（
土
）
は
、
久
山
町
に
あ
る

「
遠
見
岳
（
３
１
７
ｍ
）
に
７
名
で
登
り
ま
し
た
。

（
写
真
） 

夏
場
の
運
動
不
足
も
あ
っ
て
往
復
2
時
間
、
2.5
キ

ロ
程
の
道
の
り
で
し
た
が
登
り
勾
配
が
続
く
登
山
道

で
、
途
中
何
度
も
休
憩
を
挟
ん
で
無
事
登
頂
し
ま
し

た
。
遠
見
岳
山
頂
は
、
玄
界
灘
の
大
島
か
ら
西
の
糸

島
が
見
え
、
気
候
に
よ
っ
て
は
壱
岐
の
島
も
見
る
こ

と
が
出
来
る
と
の
こ
と
が
出
来
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で

し
た
。 

猛
暑
日
が
続
い
た
今
年
の
夏
も
漸
く
終
わ
り
、
本

格
的
な
山
登
り
の
季
節
が
始
ま
り
ま
す
。
高
齢
者
の

健
康
保
持
に
は
山
歩
き
が
と
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
単
独
登
山
は
危
険
を
伴
い
ま

す
。
必
ず
３
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
山
登
り
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 

退
職
者
の
会
「
山
好
き
同
好
会
」
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
電
話
又
和
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
。 

【
今
後
の
日
程
】 

① 

10
月
10
日
（
土
） 

三
日
月
・
立
花
山
（
３
６
７
ｍ
）
東
区 

集 

合 

Ｊ
Ｒ
香
椎
駅
9
時
30
分 

② 

11
月
19
日
（
土
） 

叶
岳
・
高
地
山
（
４
１
９
ｍ
）
西
区 

集 

合 

地
下
鉄
橋
本
駅
9
時 

③ 

12
月
17
日
（
土
） 

目
配
山
（
４
０
５
ｍ
）
筑
前
町 

集 

合 

西
鉄
朝
倉
街
道
駅
9
時
30
分 

（
注
意
）
雨
天
の
時
は
中
止
し
ま
す
が
、
前
日
午

前
中
に
メ
ー
ル
・
電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

《
０
９
０‐

１
３
４
６‐

７
１
１
７ 

横
多
ま
で
》 
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市
職
労
退
職
者
の
会
14
回
総
会
と 

懇
親
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
収
ま
っ
た
と
は
言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
的
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
」
も
言

わ
れ
経
済
活
動
の
拡
大
も
進
み
始
め
て
い
ま
す
。 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
役
員
会
で
も
来
年
度
14
回
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総
会
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
新
年
１
月

14
日
（
土
）
に
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
す
る
方
向

で
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
年

末
に
向
け
て
の
状
況
も
見
な
が
ら
12
月
初
め
に
最

終
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 
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＝
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＝
＝
＝
＝
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【バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施
し
ま
す
】 

肥
前
浜
宿
と
塩
田
津
を
旅
す
る 

西
九
州
新
幹
線
が
開
通
し
て
佐
賀
・
長
崎
ル
ー
ト

を
結
ぶ
沿
線
に
当
た
る
嬉
野
、
鹿
島
の
地
域
は
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。「
退
職
者
の
会
バ
ス
ハ
イ
ク
」
に

は
20
名
以
上
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の

で
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
尚
、
最
終
の
参
加
申
し

込
み
を
10
月
17
日
（
月
）
と
し
て
い
ま
す
の
で
参
加

希
望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◆
◆ 

感
染
対
策
と
し
て 

◆
◆ 

① 

車
内
空
気
は
3
分
程
度
で
常
時
換
気
さ
れ
ま
す 

② 

車
内
で
の
飲
酒
は
禁
止
と
し
ま
す 

③ 

車
内
で
は
常
時
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す 

④
車
内
会
話
は
マ
ス
ク
を
し
て
小
声
で
願
い
ま
す 

⑤
昼
食
時
は
少
人
数
（
４
人
程
）
の
席
に
分
散
し
ま
す 

以
上
の
よ
う
に
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、
安
全
・
安

心
を
最
優
先
に
し
て
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
と
し
ま
す
。 

日 

時 

10
月
20
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
9
時
出
発
（
時
間
厳
守
） 

 

場 

所 

肥
前
浜
宿
と
塩
田
津
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
が
案
内 

集 

合 

市
役
所
本
庁
玄
関
前 

参
加
費 

４
，
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
） 

募 

集 

40
名
程
度 

申
込
み 

市
職
労
書
記
局 
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Fax 
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４
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第
２
次
締
め
切
り
【
10
月
17
日（
金
）午
後
5
時
】。 

鹿
島
市
肥
前
浜
宿 

（
浜
庄
津
町
浜
金
屋
町
） 

 

肥
前
浜
宿
は
有
明
海
に
注
ぐ
浜
川
河
口
に
あ
っ
て
、

浜

庄

津

町

浜

金

屋

町

は

浜

川

右

岸

に

あ

り

ま
す
。
町
の

起

源

は

中

世

ま

で

遡

る

と

考

え

ら
れ
ま
す
。

江

戸

時

代

に

は

鹿

島

藩

の

外

港

と
し
て
、
ま

た

長

崎

街

道

の

脇

街

道
・
多
良
海

道

の

中

継

地

と

し

て

重

要

な

位

置
を
占
め
ま
し
た
。
浜
庄
津
町
は
港
町
と
し
て
、
ま

た
浜
金
屋
町
は
鍛
冶
屋
や
大
工
な
ど
が
居
住
す
る
職

人
町
と
し
て
賑
わ
い
「
浜
千
軒
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

緩
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
旧
多
良
海
道
や
川
か
ら
引
き

込
ま
れ
た
水
路
、
茅
葺
や
瓦
葺
の
町
屋
が
、
近
世
か

ら
近
代
に
か
け
て
町
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
ま

す
。 

嬉
野
市
塩
田
津 

 

塩
田
津
は
有
明
海
に
注
ぐ
旧
塩
田
川
に
沿
っ
た
集

落
で
干
満
の
差
を
利
用
し
た
川
港
と
し
て
、
ま
た
長

崎
街
道
の
宿
場
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
寛

永
十
六
年
（
１
６
３
９
年
）
に
は
佐
賀
藩
の
支
藩
・
蓮

池
藩
の
領
地
と
な
り
「
御
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
藩
蔵
が

置
か
れ
、
水
運
の
要
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
ま

し
た
。
有
力
商
人
が
競
っ
て
建
て
た
「
居
蔵
家
」
と
呼

ば
れ
る
町
屋
が
そ
の
繁
栄
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
明

治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
が

昭
和
37
年
の
大
水
害
後
、
塩
田
川
の
改
修
が
行
わ
れ
、

川
港
と
し
て
の
役
割
が
終
わ
り
ま
し
た
。 


